
佐久の宝は自然・農・食をつなぐ人々 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自己紹介



「農」には喜び、感動、物語がある 







野菜をつくる 
アナウンサー 

ベジアナ 
自分で作り始めて気づいたことがあった… 



Ｑ．都道府県別の食料自給率 
  １００％を超えるのは？ 



Ｑ．都道府県別の食料自給率 

 ①北海道 208％ 
 ②秋田 190％ ③山形 141％ 

 ④青森123% ⑤岩手111% ⑥新潟105  
 ⑦佐賀９０ ⑧鹿児島８４ ⑨⑩福島・富山７７ 

 ⑲ 長野 ５２％ （生産額118％） 

 大阪・神奈川２％ 東京１％ 
 
                             （農水省・２６年度概算カロリーベース）    



農村と都市の関係はフェアか？ 



１億総農家！ 

暮らしに「農」を取り入れれば… 

ベランダ菜園から農業（社会）を変える！ 

     ↓↓ 
  体験が「理解」を生む 

      ↓↓ 

  農村と都市の交流 

      ↓↓ 

農業・農村をリスペクト 



 

「農」には食料生産はもちろん、それ以外に 

価値（感動・物語）がある 
 

体験を商品に 
風景を商品に 

 

☆買い手が「物語」を作る 



 





白石農園 
東京・練馬区 

体験農園 
都市農業のリーダー 
「農体験」を商品化 
年間３．５万円 
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プレゼンテーションのノート
NPO法人くにたち農園の会
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「農」の価値は生産だけではない 

 
ライフスタイル（衣食住） 

としての 
農の時代の潮流 
エシカル（ファッション） 

 



 



棚田と山羊 
農村ライフ  
静岡県松崎町   





一方、 
 
６次化＝農産物の付加価値もいいけれど・・・ 

 
（反省） モノに焦点を当て過ぎたのでは 

 

感動（体験）を売りましょう 









農村にしかない宝 地域資源とは？  
 
体験、ツーリズム   
＝「農」そのものを商品化  
◎お客さん扱いしない、汗をかいてもらう     
→思い出（物語） 
つかみ取りが楽しいのはなぜか？ 

◎「農」に足りないのは＝「当事者意識」 



地域らしい、 
そこにしかない商品開発を 
 
地域資源とは何か？ 





富山の 
中山間地の
棚田 



「農」を 
商品化すると・・・ 
 





Ｑ，新しい・これからの農業とは？ 
 

人は何のために食べるのか 





ロハス  Lifestyles of health and sustainability 

エシカル ethical 道徳的な・環境・社会貢献 

・快感のため 
・脳が喜ぶ♡ 
・気持ちいい 
・おもしろい 
満たしたいのはお腹ではなく心♡ 
・承認欲求 認められる  
・フォトジェニック（＝人に伝えたくなる） SNS いいね 

食（食行動） 







 





お客さんは友達 
（口コミ） 広告宣伝費いらない 

持続的な生産と販売 



販路拡大は必要か？ 
 
（広げる） 

・深める 
・掘り起こす 
・つながる 



・ＣＳＡ  

・友産友消 
・エンゲージメント（つながり・関係性・絆） 

消費
者 

生産
者 

サポー
ター 

プレイ
ヤー 

佐久コミュニティ 
互いに心地よさをもたらす 

代金→ 

←農産物 

買う人とつくる人と分けない考え方 

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ 
 （地域コミュニティに支持された農業） 



あのひとの野菜を買いたい♡ 
人は知っているものが好き（生存本能・安心） 

オリンピック＝ 外国より日本選手を応援、 
          親しみのある存在を応援する。 
◎一度知れば勝手に応援し続ける （ファン） 
◎知らない人より有名人が好き （知ってるつもりだから） 

＝日々の発信で親しみを持ってもらおう♪＝SNS 











食料＝命 すべての根源は“水” 

















 



 







新規就農・移住・田園回帰のトレンド 

 孫ターン 







友達・お隣さん（の商品）を 
売るのは損か？ 



SNSで 自分の自慢話をする人と 
地域や友達の情報を発信する人、 

どちらが好きですか？ 
 
「顔の見える」の次は 
（SNS＝性格がバレる時代になった） 

性格で選ぶ時代 
※広告よりSNSが信用される 



地域や友達を売る＝コラボ 
自社の価値を高める 三方よし 











那須 地域で連携  



那須のチーズと那須ワイン 





 

６次産業化の推進 

農に触れることによる 
生活の質の改善・向上 

医・福（介護） 

                食 
 

 ○栄養に関する理解促進 
 ○食事（食品摂取）→健康維持 
 ○介護食品や配食サービスの提供 
 ○機能性食品等の供給システムの提案 

ニーズ 

ニーズに応じた 
食の素材の提供 

・薬用作物 
・福祉と農業 

機能性食品や 
      介護食品 

•日本食、農産物の機能性 
•農作業が健康に及ぼす効果・農村の癒し 

○健康チェック 
○障害者の社会参画 
○介護予防 

○食の素材や漢方薬原料の生産 
○農作業（身体活動） 
   →健康維持・リハビリ 
○食への関心向上 

農 
 

 

医福食農 農福連携とは？ 



Eテレ 「ハートネットTV 介護百人一首」 
 







役割（生きがい）自分の人生を生きる 

 自信＝「農という暮らし」の価値 



もしも今より佐久に 
人を呼びたいなら・・・ 



「演説」より「演技」をしろ 
 

ソーヤー効果 
 





感動（心の満足）＝価値 の時代 
 

２１世紀最大の産業は？ 







世界農業遺産 GIAHS FAO（国連） 



ミラノ万博〜地球の食料（農業）とエネルギー 

世界農業遺産 （GIAHS） 
全世界に３６ヶ所 
うち日本には？？ 
C11 J8  アジア28 



ミラノ万博〜地球の食料（農業）とエネルギー 

Harmonious Diversity （共存する多様性）  

ハーモニー＝調和・和食 
「和」（日本そのもの） 
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そこで人々は天然の貯水池ともなる水田を作
ることで、災いを恵みに転じてきました。 
食をつくり、豊かな環境を作る。これは人類の
食料生産の営みが、必ずしも自然資本を搾取
するだけでなく、地球に貢献する営みにもなり
うることを示しています。 

火
山
国
ゆ
え
の
急
峻
な
地
形
で
、 

洪
水
が
起
こ
り
が
ち
な
日
本
の
国

土
そ
こ
で
人
々
は 

天
然
の
貯
水
池
と
も
な
る 

水
田
を
作
る
こ
と
で
、 

災
い
を
恵
み
に
転
じ
て
き
ま
し
た
。 



食
を
つ
く
り
、
豊
か
な
環
境
を
作
る
。
こ

れ
は
人
類
の
食
料
生
産
の
営
み
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
資
本
を
搾
取
す
る
だ
け
で
な
く
、 

地
球
に
貢
献
す
る
営
み
に
も 

な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 



佐久には“楽しそう”がいっぱい♪ 



佐久の宝は自然・農・食をつなぐ人々 
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